
「
民
主
主
義
っ
て
な
ん
だ
！
」
民

青
西
地
区
委
員
会
・
日
本
共
産
党
西

地
区
委
員
会
共
催
の
青
年
の
集
会
に

参
加
し
ま
し
た
。

震
災
被
災
地
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

参
加
し
た
青
年
や
、
学
費
奨
学
金
・

ブ
ラ
ッ
ク
バ
イ
ト
問
題
を
告
発
し
た
、

学
生
。
公
立
保
育
所
で
困
難
を
抱
え

る
子
供
の
背
景
に
貧
困
が
あ
る
こ
と

を
報
告
し
た
保
育
士
さ
ん
。
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
で
「
民
主
主
義
と
主
権
者

意
識
」
を
真
剣
に
考
え
て
い
る
青
年

達
。グ

ル
ー
プ
に
別
れ
、
グ
ル
ー
プ
討

論
で
自
分
の
考
え
や
生
い
立
ち
を
話

し
、
自
覚
的
な
生
き
方
を
模
索
す
る

青
年
た
ち
と
の
対
話
は
、
感
性
を
大

き
く
刺
激
さ
れ
る
も
の
で
し
た
。

あ
ら
た
め
て
、
自
ら
の
「
青
年
時

代
に
如
何
に
社
会
に
か
か
わ
っ
て
い
っ

た
か
」
と
も
に
考
え
刺
激
を
受
け
交

流
で
き
た
機
会
で
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

山田こうじです！
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１
０
月
３
１
日
か
ら
２

日
間
に
わ
た
り
、
御
殿
場

市
で
開
催
さ
れ
た
「
日
本

平
和
大
会
」
に
参
加
し
て

き
ま
し
た
。

富
士
山
の
裾
野
に
広
が

る
８
，
８
０
７
ヘ
ク
タ
ー

ル
の
広
大
な
演
習
場
。
人

口
９
万
人
足
ら
ず
の
市
に
、

「
基
地
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
」

の
ガ
イ
ド
さ
ん
に
よ
る
と
、

市
税
収
入
を
上
回
る
２
０

０
億
円
の
基
地
交
付
金
な

ど
が
ば
ら
ま
か
れ
「
観
光

施
設
」
と
称
し
た
自
衛
隊

の
宣
伝
施
設
が
併
設
さ
れ
、

交
付
金
に
よ
る
立
派
な
お

屋
敷
が
目
立
ち
ま
す
。
。

基
地
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
は
、

立
ち
入
り
制
限
で
バ
ス
か

ら
降
り
る
こ
と
も
で
き
ず
、

実
弾
砲
撃
演
習
の
着
弾
地

も
み
れ
ず
、
み
る
と
こ
ろ

も
大
幅
に
制
限
さ
れ
不
満

が
残
り
ま
し
た
。

開
会
集
会
で
は
、
連
帯

の
あ
い
さ
つ
を
さ
れ
た

「
戦
争
を
さ
せ
な
い
１
０

０
０
人
委
員
会
」
の
事
務

局
次
長
さ
ん
は
「
民
主
党

は
共
産
党
の
提
案
に
消
極

的
。
こ
れ
は
国
民
へ
の
裏

切
り
」
だ
と
の
べ
ら
れ
た

の
は
印
象
的
で
し
た
。

イ
・
ミ
ヒ
ョ
ン
韓
国
・

参
与
連
帯
平
和
軍
縮
セ
ン

タ
ー
所
長
は
「
７
０
年
前

の
平
和
の
誓
い
こ
そ
平
和

の
メ
カ
ニ
ズ
ム
。
覇
権
争

い
の
道
を
拒
否
し
よ
う
」

と
挨
拶
さ
れ
、
千
坂
純
日

本
平
和
委
員
会
事
務
局
長

は
、
総
が
か
り
実
行
委
員

会
の
「
戦
争
法
廃
止
を
求

め
る
統
一
署
名
」
を
来
年

５
月
３
日
ま
で
に
２
０
０

０
万
筆
を
達
成
し
よ
う
と

提
起
し
、
各
地
の
運
動
の

連
帯
交
流
を
行
い
ま
し
た
。

二
日
目
は
「
国
民
の
暮

ら
し
と
日
米
安
保
体
制
の

関
係
は
」
の
分
科
会
に
参

加
し
、
定
員
８
０
名
を
大

き
く
上
回
る
参
加
。
私
は

京
都
市
議
会
で
の
変
化
と

市
長
の
政
治
姿
勢
を
報
告

し
討
論
に
参
加
し
、
市
長

選
挙
の
支
援
を
呼
び
か
け

ま
し
た
。

素
晴
ら
し
く
晴
れ
渡
っ

た
１
１
月
３
日
。
円
山
野

外
音
楽
堂
に
は
２
８
０
０

人
を
超
え
る
方
が
つ
め
か

け
「
戦
争
法
廃
止
！
」
の

決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

集
会
で
は
、
岡
野
八
代

同
志
社
大
学
大
学
院
教
授

（
憲
法
９
６
条
代
表
・
戦

争
ア
カ
ン
！
京
都
・
お
ん

な
の
レ
ッ
ド
ア
ク
シ
ョ
ン

共
同
代
表
）
が
講
演
し

「
理
性
も
良
心
も
教
養
も

な
い
ヒ
ト
の
心
臓
を
『
安

倍
の
心
臓
（
晋
三
）
』
」

と
批
判
し
、
そ
う
し
た
人

か
ら
民
主
主
義
・
立
憲
主

義
を
取
り
戻
す
に
は
「
一

人
ひ
と
り
が
判
断
す
る
力

を
つ
け
て
い
く
こ
と
が
必

要
」
と
訴
え
ら
れ
ま
し
た
。

リ
レ
ー
ト
ー
ク
で
は

「
明
日
の
自
由
を
守
る
若

手
弁
護
士
の
会
」
「
自
由

と
平
和
の
た
め
の
京
大
有

志
の
会
」
「
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｌ
Ｄ

ｓ
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｓ
Ａ
Ｉ
」
「
マ

マ
の
会
＠
京
都
」
「
シ
ス

タ
ー
・
憲
法
９
条
の
会
世

話
人
」
「
安
保
関
連
法
に

反
対
す
る
立
命
学
園
有
志

の
会
」
の
メ
ン
バ
ー
が
決

意
表
明
。

集
会
後
市
役
所
ま
で
デ

モ
行
進
を
行
い
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
の
隊
列
で

は
、
ハ
ン
ド
マ
イ
ク
な
し

の
肉
声
で
、
コ
ー
ル
の
リ
ー

ド
を
市
役
所
ま
で
続
け
ま

し
た
。

こ
の
間
各
学
区
や
団
体
で

「
府
市
政
報
告
懇
談
会
」
を

開
催
し
、
共
産
党
の
話
を
聞

く
の
は
初
め
て
、
と
い
う
方

も
参
加
さ
れ
、
地
域
要
求
や

疑
問
な
ど
に
応
え
る
等
、
双

方
向
の
懇
談
会
が
好
評
で
す
。

「
国
民
連
合
政
府
」
の
提

案
と
と
も
に
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

問
題
や
地
域
の
要
求
な
ど
が

出
さ
れ
て
、
活
発
な
話
し
合

い
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

１
１
月
６
日
に
京
都
教
育

文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ

た
「
ま
ち
づ
く
り
と

学
校

統
廃
合

跡
地
利
用
」
を
考

え
る
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ウ
ム
が
京

都
教
育
セ
ン
タ
ー
主
催
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

自
治
体
問
題
研
究
所
事
務

局
長
の
池
田
豊
氏
か
ら
、
ア

ベ
ノ
ミ
ク
ス
と
一
体
化
し
た

学
校
跡
地
利
用
の
テ
ー
マ
で

基
調
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

明
治
維
新
後
の
京
都
の
町

衆
の
手
に
よ
っ
て
、
当
時
の

住
民
自
治
組
織
で
あ
っ
た

「
番
組
」
を
単
位
と
し
て
創

立
さ
れ
た
番
組
小
学
校
の
歴

史
と
成
り
立
ち
を
紹
介
し
、

跡
地
活
用
の
基
本
方
針
で
は

「
歴
史
的
経
過
に
つ
い
て
充

分
配
慮
す
る
こ
と
」
と
位
置

づ
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ

ク
と
、
京
都
市
教
委
に
よ
る

施
設
一
体
型
の
小
中
一
貫
校

政
策
の
も
と
、
跡
地
問
題
の

性
格
が
大
き
く
変
わ
り
「
経

営
資
源
」
と
し
学
校
跡
地
の

切
り
売
り
へ
と
大
転
換
が
行

わ
れ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま

し
た
。

学
校
統
合
で
、
学
校
運
営

費
、
施
設
改
築
費
、
教
員
削

減
な
ど
財
政
効
率
だ
け
が
強

調
さ
れ
、
地
域
住
民
の
目
線

も
、
子
ど
も
目
線
も
な
く
す

す
め
ら
れ
て
い
る
異
常
な
事

態
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ュ
ウ
ム
で
は
、

本
田
久
美
子
さ
ん
が
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
を
務
め
、
研
究
者
や

統
廃
合
さ
れ
た
地
域
の
住
民

の
方
、
少
人
数
校
の
優
位
性

を
報
告
さ
れ
た
教
職
員
が
そ

れ
ぞ
れ
発
言
さ
れ
、
問
題
点

を
明
ら
か
に
さ
れ
ま
し
た
。


